
 

 

 

 

   

   
◆事業目的：①ファミリーコミュニケーション運動にあわせて、家族や子どもたちのふれあいをはかる。 

②村の自然とその四季による変化を知る。 

③生き物のつながりを知り、身近な自然に目を向けるきっかけとする。 

◆参加者数：13名 

◆この日はホトトギスが１日中鳴いているのが印象的でした。カタバミの種をはじいたり、ヘラオオバコで草相

撲をして遊びました。ビワやクワの実がたわわになっていたため少しつまんでみる方、芝生に寝転ぶ子などそ

れぞれが自由に自然を満喫していました。自然の中で遊ぶことで、生き物の特徴などさまざまなことを知り、

それは自然と私たちをつなぐ学びになります。切手の絵にもなったきれいなアカスジキンカメムシの成虫を見

つけることができました。参加者からリュウキュウサンショウクイの解説をいただくなど参加者もスタッフも

学びの多い回となりました。五感を使って、いろんなことを学んでいただけたら嬉しく思います。（文責：石

川） 
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担当スタッフ：石川、吉田、佐々木 

 


